
１　経済動向に係る企業等の声（４～６月期）

地域の経済動向（令和５年４～６月期）

《釧路・根室地域》

【建設業】 

・ 地域から人がいなくなっており、今後、従業員を確保することが困難になってくると考えている。そのた

めデジタル技術を活用した省力化を進めていきたい。【設備工事業】 

 

【製造業】 

・ 資材や燃料代の高騰などの影響を感じている。牛乳・飲料分野の中での競争もあり、乳価が上がると工

場も厳しくなる。（食料品製造業） 

・ 生乳生産の抑制により苦しい状況で、先が見えない。酪農が主産業の町なので、町が衰退していくので

は、という懸念もある。やめていく酪農家も多い。（食料品製造業） 

・ 様々なものが値上がりしているが、価格転嫁は一応できている。値上げについて卸などの取引先に話し

ても抵抗されることが多く、理解をしてほしいと思っている。（食料品製造業） 

・ 梱包資材や燃料費の値上げが厳しく、価格転嫁もしづらいので、内容量を減らすなど、実質的な値上げ

で対応する必要も感じている。（食料品製造業） 

・ 赤潮の時期は業績が悪化した。ふるさと納税では反響が大きかったため予約販売を受け付けたが、赤潮

によりウニが品薄となったため、ふるさと納税用に品質の良いウニを優先したことで、加工品用のウニが

不足することとなった。ただ、売り上げに占めるふるさと納税の割合は大きく、年末などは駆け込み需要

などで特に売り上げが伸びる。（食料品製造業） 

・ ふるさと納税にチャレンジした他、ネット販売も行っており、ネット販売ではリピーターもすこしずつ

付いてきている状況。補助制度を活用し、新商品の開発も行った。（食料品製造業） 

・ 近隣スーパーとネット販売で取扱しているが、店舗よりもネット販売での需要が多い。（食料品製造

業） 

・ 魚種の転換への対応が一番難しい。近年水揚げ量が増えてきたイワシを使用して新商品を作ったが、翌

年にはイワシがとれなくなったりなど変動が大きいため、せっかく考案した新商品が販売できなくなるこ

ともある。（食料品製造業） 

・ 状況は厳しいが、デパートのイベントなども増えてくると思うので、その際は人を出したりしたいと考

えている。（食料品製造業） 

・ 給与も頑張って上げており、新規採用もできてはいるが、配達員などは人手不足で、募集してもなかな

か集まらない。（食料品製造業） 

・ 従業員は 10 名強でウニの殻むきなどの作業をしているが、原料のウニの入ってくる量が減ってきてい

るため、現状、人手不足は感じていない。熟練が必要な作業のため、長い方では 17～18 年継続して勤務

している。（食料品製造業） 

 

【サービス業】 

・ エネルギーコストの上昇と採用が厳しい。（サービス業） 

・ 卵については今のところ、不足などの大きな影響はないが、アイスクリームの製造等に使用しているた

め、今後影響が出てくる。(飲食店) 

・ プロモーションへの支援があると助かる。（サービス業） 

・ コロナ禍でも雇用の維持に努めたが、今は、地元採用と人材派遣のいずれも厳しい。（サービス業） 

 



【直近の景況感】

２ 道内金融機関から見た地域景況感（４～６月期）
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引き続き、物価高騰や人手不足の影響を注視
する必要があり、現時点では「変わらない」と判
断した。

大地みらい信用金庫

漁業では、燃料、資材費高騰から経費支出が増
加傾向。ロシア、ウクライナの戦争に起因した先
行きの不透明感が根強い。酪農業では、飼料価
格の高騰の反面、生乳価格への転嫁が難しく収
益性が低下し厳しい経営環境が継続。建築土木
業では、資材高騰、金利情勢の変化などにより
住宅購買需要低下、公共工事は大きく減少して
いないが、先行きの不透明感は強い。消費動向
は、基幹産業の不振（漁業、酪農業）、物価の上
昇の反面給与水準は横ばいであるため購買意
欲は低調に推移。総合的には、一次産業が主
体であり、経営環境悪化から今後も同様状況が
続くとみられる。全国的には景気回復傾向に
あっても、当地ではすぐに景気回復につながら
ない。

左記景況感の判断理由に基づき、同状況が短
期間で解消される可能性は低く、今期同様の景
況見通しと判断。

釧路信用金庫

物価高騰の影響を受けつつも、消費は緩やかに
持ち直している。飲食業や観光関連産業では持
ち直しの動きが堅調だが、人手不足に苦慮する
状況も多くみられ、今後の動向を注視する必要
がある。また、酪農業では、飼料価格や燃料費・
光熱費の上昇落等の長期化を危惧する声が多
い。以上のことから、全体として持ち直しの動き
が継続しているものの、不安要素もあることから
「普通」と判断した。
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R5-Ⅱ

３ 業種別の業況感ＢＳＩ（企業経営者意識調査）
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△ 43 △ 29 △ 44 0 △ 18 △ 10

0 10

サービス業 △ 75 △ 66 △ 61 △ 43 0 △ 34 7

△ 30 △ 18 △ 34 △ 8 0 0運輸業 △ 67

資料：北海道建設業信用保証（株） 資料：（公社）北海道観光振興機構

【企業倒産件数と負債総額（左軸：百万円）】 【有効求人倍率（倍）】

資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社 資料：北海道労働局

４ 各種経済指標

【新車登録台数（台）】 【新設住宅着工戸数（戸）】

資料：日本自動車販売協会連合会、全国軽自動車協会連合会 資料：国土交通省

【公共工事請負金額（百万円）】 【航空機利用による来道者数（千人）】
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